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論文内容要旨

緒言

 APUD(aminecoΩtentand/oraminePrecursoruptakeanddecarboxylation)細胞系は,

 neuralcrestから分化したneuroectodermalcellsであり全身の好銀細胞がこれに属するというの

 がPearseが述べた概念である。しかし最近のEmbryologyの進歩に伴いeadodermaloriginの好

 銀細胞の概念が確立され,gas七ro-entoro-pancreaticendocrineceHはこれに属すといわれてい

 る。originは異なってもこれら好銀細胞はいわゆるBrainguthormonを分泌する細胞群として

 の共通の性格を有している。

 卵巣粘液性腫瘍における好銀細胞についてFox.Hを始め,幾つかの報告がその存在を指摘し

 ている。又,免疫組織化学の進歩に伴いこれら好銀細胞に各種ペプタイドを確認したという報告

 も散見される。

 本研究では卵巣粘液性腫瘍を,良性腺腫,腺腫低悪性度群,腺癌の3群にわけ好銀細胞の出現

 率,6種のペプタイド抗原の出現傾向を光学顕微鏡的(以下光顕と略す)免疫染色により検討し

 た。又,陽性例について電子顕微鏡(以下電顕と略す)による免疫組織化学的観察を行い分泌顆

 粒上の局在を検討した。

 対象及び方法

 東北大学産婦人科教室及びその関連病院の手術標本のうち,良性粘液幽腺腫22例,粘液性腺腫・

 低悪性度群14例,粘液性腺癌27例,計63例を対象とした。

 光顕的検討には10%formalin固定後のparaffin包埋ブロックを用いた。Grimelius染色で好銀

 細胞を確認後,陽性例についてpancreaticpolypeptide,gastrin,soma七〇statin,ACTH,neuron

 specificenolase,sero七〇ninに対する酵素抗体法による免疫組織化学染色を行った。同時に

 Somatostat玉nとgastrinについて同一細胞中の局在確認のためにmirrorsectiontechniqueを用

 いた。複数のpeptideに陽性を示した例では,免疫電顕による検討を行った。標本作製には,低温

 重合剤LowicrylK4Mを用い,Peptideの標識にはProteinAcoa七edcolloidalgoldを用いた。

 結果及び考察

 i.好銀細胞陽性率は,低悪性度群で14例中10例,74.4%と最も高頻度であり,腺腫,22例中11

 例50%,腺癌も27例中13例48.1%とほぼ同率を示した。この様に悪性化との関係は認められなかっ

 た。
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 2.光顕的免疫染色ではsomatos七atin,gastrin,NSEの陽性例が多かった。また低悪性度群2

 例にACTHを確認した。

 3.mirrorsectionで同一細胞中にSomatostatin,gasむrinを確認した。

 4、免疫電顕による検討では,unclassifiedce11と,思われる細胞中に多形性を示し,電子密度に

 差のある分泌顆粒を認めた。これら顆粒上にsoma七〇s七atinの局在を15nm金粒子として認めた。

結語

 1.卵巣粘液性腫瘍の良性腺腫,低悪性度群腺癌における好銀細胞陽性率,各種ペプタイド抗原

 陽性率には明らかな差異を認めなかった。

 2.卵巣粘液性腫瘍において光顕的免疫染色で初めてACTHの局在を確認した。

 3.卵巣粘液性腫瘍においてProteinAcoatedcolloidalgoldを用いた免疫電顕的検討を行い

 分泌顆粒上にSoma七〇s七atinの局在を確認した初の報告である。
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 審査結果の要旨

 APUD(aminecontentand/oramineprecorsoruptakeanddecarboxyia七lon)細胞系はn

 euralcrestから分化したneuroectodermalcellsであり全身の好銀細胞がこれに属するというの

 が,Pearseが述べた概念である。しかし最近のembryologyの進歩に伴いendodermaloriginの好

 銀細胞の概念が確立され,gastro-entero-pancreaticendocrineceiiはこれに属すといわれてい

 る。起源は異なってもこれら好銀細胞はいわゆるbrainguthormoneを分泌する細胞群としての

 共通の性格を有している。卵巣粘液性腫瘍における好銀細胞について幾つかの報告がその存在を

 指摘している。また免疫組織化学の進歩に伴いこれら好銀細胞に各種ペプタイドを確認したとい

 う報告も散見される。

 本研究では卵巣粘液性腫瘍を良性腺腫,腺腫低悪性度群,腺癌の3群にわけ,好銀細胞の出現

 率および6種のペプタイド抗原の出現傾向を光学顕微鏡的免疫染色により検討している。又,陽

 性例について電子顕微鏡による免疫組織化学的観察を行ない分泌顆粒上の局在を検討した。

 良性粘液性腺腫22例,粘液性腺腫低悪性度群14例,粘液性腺癌27例,計63例を対象とし,Gri-

 merius染色での好銀細胞の確認では,低悪性度群で14例中10例74.4%の陽性例を認め最も高頻

 度であり,腺腫22例中H例50%,腺癌27例中13例48.1%とほぼ同率を示し,悪性化との関係は認

 められないとしている。

 好銀細胞陽性例については,抗原として,pancreatlcpolypepLide,gastrin,soma七〇stabin,

 ACTHneuronspecificenoユase,serotonlnに対する光顕的免疫組織化学的検討を行ない,soma-

 tostatinは70.6%,NSE,gas七rinはそれぞれ47.1%,41.1%の陽性例を認めている。また低悪性

 度群の2例でACTHを確認しているが,卵巣粘液性腫瘍での報告は本研究が初めてである。

 mirrorsec七iontechniqueで同一細胞中にgastrinsoma七〇s七a七三n陽性を確認した症例において

 透過型電子顕微鏡による,proteinAcolloidalgoldを標識とした免疫組織化学的検討を行なっ

 ている。これによりunclassifiedcellと思われる細胞中に電子密度に差のある,多形性を持った

 分泌顆粒を認めた。この顆粒の形態により,somatostatinの局在に差があり,同一細胞中に2種

 以上のペプタイドホルモンの存在することが電顕的にも示唆された。

 以上本研究では卵巣粘液性腫瘍において光顕的免疫組織化学的手法で初めてACTHを確認し,

 また電顕的手法で分泌顆粒上のsoma七〇statinの局在を明らかにし,神経内分泌細胞の研究に貴

 重な資料を提供するものであり,学位論文に十分値するものと判断される。
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